
　写真の土器は地表下約3mの深さの9b層( )から発見されました（3頁、地層
断面図参照）。

　本地点で試掘調査を実施した結果、縄文文化と続縄文文化の遺物・遺構が
濃密に分布していることが判明したため、建設予定の建物は他の場所に変更
され、遺物・遺構は現状のまま保存されました。発見された縄文中期の土器
は柏木川式で、約5,000年前のものと考えられます。参考資料は恵庭市柏木川
遺跡4号住居址から出土した柏木川式土器の完形資料です（『柏木川』北海道
文化財保護協会、1971年）。



　同一の地層から、河川によって運ばれてきた
多量の流木とともに、縄文文化の土器や石器が
発見されました。本地点が位置する川筋は、サ
クシュコトニ川とは異なり、その上流側には縄
文文化の遺跡があったことが推定されます。

　複数の時期に帰属する土器が混在して発見さ
れました。土器の表裏面は著しく摩耗していた
ため、河川によって運ばれ、二次的に埋まった
ことがわかります。

　14d層からは、縄文晩期の炉址や土坑が多数
検出されました。キャンプ・サイトとしてこの
地点が利用されていたことを示しています。
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1・2：S354遺跡、3：T464遺跡、4：T466遺跡、5・6：T151遺跡


